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ディジタルマルチメータ 

ＲＭ－１１４シリーズ 

（Ｖｅｒ．Ⅳ） 

取扱説明書 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【1】設定項目一覧 

 

設定項目 初期値 記載頁 

入力１ 表示スケールスパン値 2000 【2】 

入力１ 表示スケールゼロ値 0 【2】 

入力１ 表示点滅上限 100% 【2】 

入力１ 表示点滅下限 0% 【2】 

入力１ 計測下限リミット 1(計測禁止) 【2】 

入力２ 表示スケールスパン値 2000 【2】 

入力２ 表示スケールゼロ値 0 【2】 

入力２ 表示点滅上限 100% 【2】 

入力２ 表示点滅下限 0% 【2】 

入力２ 計測下限リミット 1(計測禁止) 【2】 

入力３ 表示スケールスパン値 2000 【2】 

入力３ 表示スケールゼロ値 0 【2】 

入力３ 表示点滅上限 100% 【2】 

入力３ 表示点滅下限 0% 【2】 

入力３ 計測下限リミット 1(計測禁止) 【2】 

アナログ出力チャンネル１ 項目 1(入力１) 【3】 

アナログ出力チャンネル２ 項目 2(入力２) 【3】 

アナログ出力チャンネル３ 項目 3(入力３) 【3】 

通信局番 01 【3】 

通信速度 9600 【3】 
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【2】設定方法（計測関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[S.R.]+[V]長押 

入力１ 表示スケール スパン値 

 

計測画面を表示している状態で、[S.R.]と[V]を同時に押し続けると、 

設定画面に切り替わります。 

入力１ 表示スケール ゼロ値 

入力１へのスパン値入力時に上段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

入力１へのゼロ値入力時に上段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

入力２ 表示スケール スパン値 

 

入力２ 表示スケール ゼロ値 

入力３ 表示スケール スパン値 

 

入力３ 表示スケール ゼロ値 

入力１ 表示 上限点滅値 

入力１の入力値が設定値（定格に対する％）より大きくなった

場合、上段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

下限点滅値～120%の範囲で設定可能です。 

入力１ 表示 下限点滅値 

入力１の入力値が設定値（定格に対する％）より小さくなった

場合、上段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

-120%～上限点滅値の範囲で設定可能です。 

[S.R.] 

入力３ 計測下限リミット 

入力３について、ゼロ値入力以下の計測を行うかどうか設定し

ます。計測禁止した場合、ゼロ値以下の入力はゼロ値入力とし

て処理されます。（定格入力範囲外での動作は保証されません） 

[A][V]で設定が変わります。 

0:計測許可、1:計測禁止 

入力２ 計測下限リミット 

 

入力１ 計測下限リミット 

入力２について、ゼロ値入力以下の計測を行うかどうか設定し

ます。計測禁止した場合、ゼロ値以下の入力はゼロ値入力とし

て処理されます。（定格入力範囲外での動作は保証されません） 

[A][V]で設定が変わります。 

0:計測許可、1:計測禁止 

入力１について、ゼロ値入力以下の計測を行うかどうか設定し

ます。計測禁止した場合、ゼロ値以下の入力はゼロ値入力とし

て処理されます。（定格入力範囲外での動作は保証されません） 

[A][V]で設定が変わります。 

0:計測許可、1:計測禁止 

入力３ 表示 下限点滅値 

 

入力３ 表示 上限点滅値 

入力３の入力値が設定値（定格に対する％）より小さくなった

場合、下段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

-120%～上限点滅値の範囲で設定可能です。 

入力３の入力値が設定値（定格に対する％）より大きくなった

場合、下段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

下限点滅値～120%の範囲で設定可能です。 

入力２ 表示 下限点滅値 

入力２の入力値が設定値（定格に対する％）より小さくなった

場合、中段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

-120%～上限点滅値の範囲で設定可能です。 

入力２ 表示 上限点滅値 

入力２の入力値が設定値（定格に対する％）より大きくなった

場合、中段表示が点滅します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

下限点滅値～120%の範囲で設定可能です。 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] [S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[S.R.] 

[DISPLAY] 

入力２へのスパン値入力時に中段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

入力２へのゼロ値入力時に中段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

入力３へのスパン値入力時に下段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

入力３へのゼロ値入力時に下段へ表示する値を設定します。 

[A]で数値が上がります。 

[V]で数値が下がります。 

[RESET]で小数点が移動します。 

-9999～9999 の範囲で設定可能。 

（どの画面からでも[DISPLAY]で復帰） 

 

ゼロ値入力、スパン値入力とは： 

 RM-114 の定格入力値を指します。 

ご注文型名 RM-114-□□□-○○○ の□部分により 

決定されます。（左から入力 1,2,3 に対応します） 

   

型名 ゼロ値入力 スパン値入力 

1 DC 4mA DC 20mA 

4 DC 0mA DC 1mA 

5 DC 0V 10V 

6 DC 1V 5V 

7 DC 0V 5V 

 

Memo 
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【3】設定方法（出力関係） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【4】設定初期化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  設定値の初期化について 

   ・設定値の初期化を行うと、内部の設定値が”【1】設定項目一覧”記載の初期値に戻ります。 

 

 

 

【5】接続方法（例） 

 

 

  （１）補助電源             （２）入力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  （３）出力（アナログ出力の場合） （４）出力（通信出力の場合） （５）外部操作入力 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

計測画面を表示している状態で、[RESET]と[DISPLAT]を同時に押し続けると、 

設定初期化画面に切り替わります。 

[RESET]+[DISPLAY]長押 

[S.R.] 
設定値初期化 

を実行 
[RESET] 

[S.R.]+[A]長押 

アナログ出力 項目設定 

計測画面を表示している状態で、[S.R.]と[A]を同時に押し続けると、 

設定画面に切り替わります。 

アナログ出力の各チャンネルの出力する項目を設定します。 

[A]でチャンネル１の設定が変わります。 

[V]でチャンネル２の設定が変わります 

[RESET]でチャンネル３の設定が変わります 

 
設定値 

表示 設定値 

00 無 

01 入力１ 

02 入力２ 

03 入力３ 

 

+(P) 

-(N) 
補助電源 

+(P) 

-(N) E 
+ - 

+ - 

+ - 

入力 1 

入力 2 

入力 3 

+ 

- 

+ 

- 

+ 

- 

出力 1 出力 3 

出力 2 

+ 

- 

SL 

RS-485 

短絡すると 

ターミネータが挿入される 

外部操作電圧を印加すると 

計測画面の表示消灯/点灯 

ＲＳ－４８５通信 項目設定 

ＲＳ－４８５通信の通信条件を設定します。 

[A]で局番の設定が上がります。 

[V]で局番の設定が下がります。 

[RESET]で通信速度の設定が変わります 

 
通信速度 

表示 設定値 

12 1200BPS 

24 2400BPS 

48 4800BPS 

96 9600BPS 

192 19200BPS 

 

[DISPLAY] 

RS-485 通信の場合 アナログ出力の場合 

（どの画面からでも[DISPLAY]で復帰） 

設定値初期化は 

実行されない 

[DISPLAY] 
[RESET]or 

[DISPLAY] 

 

 

外部操作電圧とは： 

 外部操作入力に使用する印加電圧を指します。 

ご注文型名 RM-114-○○○-○○□ 

の□部分により決定されます。 

   

型名 外部操作電圧 

1 AC85～132V 

又は DC85～143V 

2 DC20～30V 

3 AC170～264V 

 

Memo 
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【6】外形・寸法・パネルカット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【7】文字表示パターン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品質・性能向上のため，記載内容はお断りなく変更することがありますので，ご了承下さい。 

 

 

 

  URL  www.hakaru.jp 

 

本社・工場  〒５３２－００２７ 大阪市淀川区田川３－５－１１ 

 ＴＥＬ ０６（６３００）２１１２ 

 ＦＡＸ ０６（６３０８）７７６６ 

           改訂３ 2017. 6.15. 

ＴＫ－１８００３          初版  2012. 4. 9. 

サイズ 端子幅 

M4 8.5±0.5mm 

M3 6.4±0.5mm 

０  １  ２  ３  ４  ５  ６  ７  ８  ９  Ａ  Ｂ  Ｃ  Ｄ  Ｅ  Ｆ  Ｇ  Ｈ  Ｉ  Ｊ 

 

Ｋ  Ｌ  Ｍ  Ｎ  Ｏ  Ｐ  Ｑ  Ｒ  Ｓ  Ｔ  Ｕ  Ｖ  Ｗ  Ｘ  Ｙ  Ｚ  ♯  ＄   /  SP 

 

端子台の寸法（端子カバー付） 

73 18 
110 

110 90±0.5 

90±0.5 

２－６Φ孔 

１０２Φ孔 

 

◇本体は精密機器ですので、落とさないようにして下さい。 

◇本体を分解､改造はしないで下さい。 

◇本体に雨水等が直接かからないようにして下さい。 

本体の汚れ・ホコリ等を拭きとる場合は、乾いた布で拭きとって下さい。 

汚れがひどい場合は、固く絞った濡れ雑巾で拭きとって下さい。 

ベンジン・アルコール・シンナーは絶対に使用しないで下さい。 

◇本体内にごみ等が入る恐れがある作業を行なう場合は、本体にカバーをして異物が入らないようにして下さい。 

◇本体を直射日光が当たる場所、温度の異常に高い場所・異常に低い場所、湿気や塵挨の多い場所へ設置しないで下さい。 

◇端子台への配線は圧着端子を使用して確実に締めて下さい。 

◇最大入力電圧値・電流値以上の入力を加えないで下さい。 

◇補助電源が停電時は表示は消え、出力が０になります。 

◇活線状態では端子部に手を触れないで下さい。感電の危険性が有ります。 

◇通信線，アナログ出力は動力ケーブル，高圧ケーブルと平行して設置せず、交差する場合も間隔を取って設置して下さい。 

◇本説明書には、オプション機能（御発注時の選択機能）もあわせて説明しています。搭載していない機能は設定無効または、設定できませんので、御考慮いただきお読みいただきますよ

うお願いします。 

◇製品、及び、説明書は、改善・改良のために予告なく変更する場合があります。御了承ください。 

！ご注意 

P N E

+ - + - + -
IN1 IN2 IN3

+ - ・ ・
CH1 Dis.

+ -
CH2

+ -
CH3
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